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　社会科教育が目ざす最終的な目標は、「公民的資質の基礎を養う」こ

とです。学習指導要領でも、“社会的な見方・考え方 ”を働かせ、社会

的事象の意味や意義などを考察し、社会との関わりを意識した課題を追

究したり解決したりする活動の充実を図ること、そして、そのことから

他人事ではない主体的な学びを実現するとともに、関心をもって、社会

に参加しようとする意欲を育てることがさらに強調されています。

　ここでは、その公民的資質を培う単元として、小学校・中学校での政

治学習の具体例を挙げながら、小・中で連携することで生まれる学びの

あり方について考えてみたいと思います。

教育出版の中学校の社会科教科書では、三分野とも教科書の巻頭に小学校の社会の学習を
振り返るパートを設けるなど、小学校からの円滑な接続を意識しています。さまざまなテー
マの系統的な接続や、写真や図版資料などコンテンツの連携について、ぜひ解説資料をご
覧いただき、ご理解を深めていただければ幸いです。授業でもどうぞご活用ください。

(1)　指導計画の工夫

　小学校の社会科においても、授業時数は限られています。本来であれば、すべての単元で時間をかけ

て問題解決型の学習を展開するのが望ましいですが、現実的にはなかなか難しいでしょう。特に６年生

の社会科は、歴史学習に力点が置かれがちで、政治学習の展開には工夫がなされていないことが多いで

す。しかし、先に述べたように「公民的資質」を育てるためにも、自分の身のまわりの社会に目を向け、

そこから政治や人権についての学習をじっくり展開できるとよいでしょう。指導計画の作成にあたって

は、「公民的資質」を育てるという観点にたち、柔軟な発想で一年間の見通しを立てることが大切です。

(2)　小・中一貫の学習テーマ　～「みんなが幸せに生きることができる社会を目ざして」

　小・中一貫の学習を考えたとき、小・中で共通した大きなテーマを設定し、そのテーマに関わる個別

の課題について学習を通して追究していくことが望ましいでしょう。その際、知識として用語を覚える

ことを目ざすのではなく、さまざまな資料を活用したり、地域社会で活躍する人々から話を聞いたりし

て、社会の一員としての自分の考えを、友だちと意見交換しながら深めていく学習を目ざしたいと考え

ます。ここでは一例として、公民的な内容の学習を「みんなが幸せに生きることができる社会を目ざし

て」という大きなテーマで括り、さらに、具体的な課題として「男女共同参画社会」を取り上げて、学

習を展開してみましょう。

小学校における取り組み01

小・中社会科の
系統的な接続・連携と
指導のポイント

01 の実践例を p.16（裏表紙）に掲載しています！
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Ⅲ

◦公民の「教科書」をすみずみまで活用しよう。
・�本文はもちろん，写真や図表，グラフ，側注などを丁

てい

寧
ねい

に読み取りましょう。
・�表紙や口絵，もくじ，各章のとびら，巻末の学習資料，さくいんからもたくさんのことが学べます。

◦新聞やテレビ，インターネットなど多様なメディアの情報を十分に活用しよう。
・�新聞やニュース番組，インターネットから得られる情報には，まさにいま生きている社会，動いている世界を知るため
の知識や，ものの見方・考え方のヒントがたくさんあります。
・�多様な意見にふれ，その根

こん

拠
きょ

やデータを確かめましょう。
◦学校図書館や公共図書館の本や資料，情報を積極的に活用しよう。
・�日

ひ

頃
ごろ

から，どこにどのような本が並んでいるのかを知っておくと便利です。
・�「書物」という知的文化遺

い

産
さん

の中から，世の中を見る力を養いましょう。
◦学んだり考えたりする姿勢を自分で選

せん

択
たく

しよう。
・�場合に応じて，一人で学ぶ，友達との対話から学ぶ，先生や親・その他の大人たちから学ぶ，などさまざまな方法を選
択することを心がけましょう。

〈公民の学習 全体のテーマ〉
私たちは，どのようにして持続可能な未来の社会を築くことができるのだろうか。

◦⼩学校で学んだこと
◦ 「地理」や「歴史」で

学んだこと
◦他教科で学んだこと

◦「地理」で
学んだこと

◦「歴史」で
学んだこと

◦  ⼩学校の社会科で 
学んだこと

18歳
さい

へ
経済の学習

◦第４章：私たちの暮らしと経済
「私たちの暮らしにおいて，経済活動はどのような意
味があるのだろうか」
◦第５章：安⼼して豊かに暮らせる社会
「私たちが安心して豊かに暮らしていくために必要な
ことは，どのようなことだろうか」

社会科のまとめ

◦ 終章：私たちが未来
の社会を築く

「私たちは，持続可能
な未来の社会を築くた
めに，何ができるのだ
ろうか」

政治の学習

◦第２章：個⼈を尊重する⽇本国憲法
「なぜ，個人を尊重することが大切にされるようになっ
たのだろうか」
◦第３章：私たちの暮らしと民主政治
「日本国憲法に基づいて⾏われているわが国の政治は，
どのようなしくみとはたらきをしているのだろうか」

現代社会の学習

◦�第１章：私たちの暮らし
と現代社会

「私たちが生きている現代
社会とは，どのような社会
なのだろうか」

国際社会の学習

◦第６章：国際社会に⽣きる私たち
「国際社会の平和の実現と課題の解決に向けて，私た
ちにできることはなんだろうか」

公民で学ぶ主な内容と学習の見通し

公民で意識したい具体的な「学び方」

(1)　中学校における課題

　小学校に比べ、中学校は学習内容がさらに多くなります。しかも、高校入試に向けてより多くの知識

を習得することが優先されてきたため、「中学校では問題解決的な学習ができない」という声を多く聞

きます。

　しかし、いつまでもそこに留まらずに、主体的な学びや協働的な学びを生み出していくことを目ざし

ていきたいと思います。学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」が重視され、学習指導の転

換・充実が求められています。中学校においても、問題解決的な学習に重点的に取り組む単元を、積極

的に設定していくことが大切でしょう。

(2)　具体的な問題をみんなで考える～自分のこととして社会を見つめる視点を育てる～

　小学校でも、地域社会の人にインタビューして、感じたり考えたりしたことを話し合う場を設けまし

たが、中学校ではそれをさらにステップアップして実践することができたらと思います。

　中学校では、「男女共同参画社会」について歴史的な側面から考えられるような資料を用意し、その

読み取りの中から生徒たちの問題意識を高めていきたいと思います。戦後 75年以上が経ちましたが、

その僅か 75年前まで女性に参政権が認められていなかったことは、多感な時期の中学生にとって「な

ぜ、その当時の女性たちは、それでも黙っていたのだろうか」という強い疑問にもなるでしょう。

　そうした当時の社会の背景にある封建的な考え方や通念を知ることで、現代にも残る「男は仕事、女

は家事」といった風潮の根底に流れているものをとらえることが大切です。これらの事実を知ることで、

これから自分たちが生きていく社会のできごとを自分自身のこととしてとらえ、よりよい方向について

生徒が主体的に考えていけるよう、学習を展開していくことが重要でしょう。

中学校における取り組み

　小・中学校の教員が、学期に一度は互いの授業を見学した

り、授業後には授業研究会を開いて交流し合ったりすること

で、それぞれの授業の様子を知るとともに、それぞれが大切

にしていることを学び合う場をもつことが重要です。

　特に「公民」の学習内容については、小学 6年生で学習

した後、次に学ぶ機会は中学 3年生になります。3年の期間

をはさんでの実践には、事前の打ち合わせのみならず、発達

段階に応じてどのように問題解決的な学習を進めるか、互い

に意見を出し合ってすり合わせる必要があるでしょう。そう

した意味では、校種を超えた教科研究会の場を設けることも、

非常に大切な手立てとなるでしょう。社会科特有の学びのあ

り方を探ることが大切です。

つなぐための手立て

↑ 『中学社会　公民』　教科書 p. Ⅲ　

　 「公民で学ぶ主な内容と学習の見通し」

02 の実践例を p.16（裏表紙）に掲載しています！

ぜひご活用ください！

02

03
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小・中連携と発展的な活動のために

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14

①�中学校の学習の見通しと小学校の学びの振り返りから、
　安心して学びを始める

　地理的分野の教科書の冒頭に設けた「地理の学習を始めるにあたって」では、中学校で学習する社会

科三分野の主な学習内容を概観して、見通しを持つことができるようにしています。

　小学校の社会から、三分野に分かれて学習する中学校へと移り変わることで何が変わるのか、ガイダ

ンスの役割となるページを設けて、生徒の学習に向かう意識を高めていきます。

♦中学校の社会科と地理的分野の見方・考え方

♦地球的課題とSDGs

中学校の社会科三分野は独立しているのでは

なく、互いに関連した学びとなっていること

を、生徒が意識できるようにしています。

「地理的な見方・考え方」を紹介し、授業中、

常にこれを「働かせる」習慣が身につくよう

にしています。

　第２編・「第２章　世界の諸地域」では、世界を六つの州に分け

て学習していきます。各州の導入ページでは、それぞれに特有の

「地球的課題」を示し、本時の学習で SDGs に示された 17の目標

と関連づけながら課題に迫っていきます。

教科書の冒頭で「持続可能な開発目標」

を紹介し、SDGs の 17 の目標の全体像

がとらえられるようにしています。

↑『中学社会　地理』教科書 p. Ⅲ

『中学社会　地理』→

教科書 p. Ⅳ

↑『中学社会　地理』教科書 p.49・アジアで学習する地球的課題「人口問題」…本時 (p.54-55)
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地
　
理

♦︎小学校の学びを振り返る「地理にアプローチ」

　「地理の学習を始めるにあたって」の後に、小学校の学びと連携を図る「地理にアプローチ」を設け

ています。小学校の復習として、地図のきまりや地図帳の使い方などを紹介し、さらに、これから始ま

る地理的分野の学習に不可欠な技能として、ぜひ身につけたい学習内容を掲載しています。

↑『小学社会　３』 教科書 p.9( 左 )、21( 右 ) ↑『小学社会　３』 教科書 p.167

同じ単元を
中学校で学ぶと…

「地図上で位置を表そう」を学習するこ

とで、緯度・経度の学習と関連づけるこ

とができます。本時 p.12 の「地球上の

位置の示し方」の学習にリンクする内容

です。

　「地図のきまり」や「地図帳を使いこなそう」につ

いては、これから始まる地理学習の前に、授業開きな

どで押さえておきたい内容として扱いました。小学校

の学習を振り返りつつ、地理の学習を始める際にご活

用ください。

授業でのワンポイント活用

↓『中学社会　地理』教科書 p.6-7
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小・中連携と発展的な活動のために

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14

②�小学校の学びが発展し、
　中学校の学びにつながることを生徒が意識できる

　小学校の社会の学習内容や事例地などが中学校の「地理」でも登場し、深化、あるいはスケールアッ

プしつつ、連携しながら学習が進んでいきます。小学校で一度学習したことがある内容を生徒が思い出

し、中学校の学習とのつながりを意識することや、学習内容の深化を教員が把握することで、よりス

ムーズな授業の進行が可能になります。

♦�地図記号や新旧旧地図の比較・読図など、
中学校で深まる地理的技能と連携携

← �『小学社会　３』

　 教科書 p.40-41

新旧地図の比較も、「地理」では地理院地図

や今昔マップなどのウェブサイト上の地図コ

ンテンツを使用した学習へと発展します。

小学校での等高線から高さの違いを読み取る

学習から、中学校の「地理」では、断面図の

作成へと地理的技能も発展していきます。

小学校で学習した地図記号について、中学校の「地

理」では実際の地形図や地理院地図上で確認しなが

ら、さまざまな情報を読み取る学習へと発展します。

『中学社会　地理』教科書 p.138 ↓

← 

�『中学社会　地理』

 教科書 p.141
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地
　
理

♦︎同じテーマを多面的・多角的な視点から考察

　小学校の社会では東日本大震災の発生から、避難、復興までを取りあげています。これに対して中学

校の「地理」では、震災の発生や復興を取りあげるだけでなく、経験の継承や防災への取り組みにも焦

点をあてることで、教材を通じた防災意識の啓発と高まりを目ざしています。

↑『小学社会　６』教科書 p.48-55

◀ 震災の発生

防災は三分野で、身近な地域の調査は地理と歴史で扱

います。カリキュラムマネジメントを意識しつつ、分

野間で比較、連携してご活用ください。

授業でのワンポイント活用

♦︎身近な地域域を調査する学習にみる発展

　小学校の社会では、石碑から地域の成り立ちについて学習を重ねていきますが、「地理」の「地域調

査の方法を学ぼう」では、実際に地域を歩いて生徒たちが発見した地域の姿や疑問から調査を進め、調

べたことを主題図やグラフ、イラストマップなどにまとめ、発表会で報告します。

避難と ▶
支援 

◀ 復興と
　 まちづくり

◀ 震災の伝承
　と経験の継承

防災、減災へ ▶
の取り組み 

↑『中学社会　地理』教科書 p.256( 左 )、160( 右 )

↑『中学社会　地理』教科書 p.145

↑『小学社会　４』 教科書 p.153
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小・中連携と発展的な活動のために
①�小学校で習得した技能を振り返り、伸ばす歴史学習

　小学校６年生の社会科では、人物や文化財を中心に歴史を学んできました。中学校ではより幅広く、政

治や経済、社会、文化の動きについて、その背景となる世界史の事象も含めて学習します。中学校の歴史

学習をより楽しく進めていくためにも、中学校の学習内容を、小学校の社会で学んだ内容や学習方法と結

びつけることができるように工夫しています。ここでは、小学校で習得した技能を思い出す「歴史」教科

書のページを紹介します。

♦年表の見方を振り返る

♦小学校で学習した人物を思い出す

　中学校「歴史」教科書 p.4-5 では、小学校学習指導

要領で定められた 42人の歴史上の人物を、年表に位置

づけながら紹介しています。

　時代区分や年表の活用を学ぶと同時に、小学校の学習

を振り返ることができる構成になっています。

①�どのようなことをおこなったか思い出せ

る人物に、印をつけさせる。

②�年表を読み解きながら、それぞれの人物

が何時代に位置づいているか考えさせる。

③�肖像画や写真を提示し、どの人物の肖像

画や写真か当てさせる。

④�それぞれの人物を、大まかな時代やさく

いんを参考に、教科書の中から探させる。

授業でのワンポイント活用

↓『中学社会　歴史』教科書 p.4-5

『小学社会　６』　→

教科書 p.69

　年表の見方は、小学校でも学習します。中学校では、

基本的な年表の見方を復習するとともに、さらに内容を

広げて古代・中世といった大まかな時代区分や年号（元

号）についても学習します。

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14
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関連づける

比べる

時期や変化

これまでに使った見方や考え方を，
6年生の学習でも生かしていこう。社会科の見方や考え方

場所や広がり

くふうや関わり

総合する

●ノートを使って学習を深めよう。
・ノートを見せ合いながら，意見を交

こう

換
か ん

する。
・ノートを見直して，これまでの学習をつなげて考える。

学習した
日付

学習問題や，
その時間の
問い

資料などを
はる

●考えを整理しやすい書き方のくふうを
自分で見つけていこう。

ノートで「学びのあしあと」を残そう

国会のはたらき

調べてわかったこと

まとめ

今日の学習のふり返り

○月□日（◇曜日）

この時間の問い：国会には，

どのような役
やく

割
わり

が

あるのだろう。

話し合いで出た意見を
ふき出しで書いてみたよ。

ゆうまさんのノート

自分の
考え

友だちの
考え

今日の学習で
・考えたこと
・見つけたこと
・気になること
・よいと思った
友だちの考え
などを書こう。

江
え

戸
ど

時代に新しい文化が
生まれたことと，街

かい

道
ど う

などの
交通が発達したことには，
どのような関係があるのだろう。

鉄
てっ

砲
ぽ う

は，いつ，日本に伝わり，
戦
いくさ

に使われるようになったのかな。

都の貴
き

族
ぞ く

の服
ふ く

装
そ う

は，平安時代に
なると，どのように変わったかな。

前
ぜん

方
ぽ う

後
こ う

円
え ん

墳
ふ ん

が残っている場所は，
どのあたりに集中しているかな。

弥
や よ い

生時代の人々は，どんなくふうを
して米づくりをしていたのだろう。

平和や環
かん

境
きょう

を守るために，
世界の人々はどのような
協力をしているのかな。

豊
とよ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

が，検
けん

地
ち

をしたり刀
かたな

狩
が り

を
したりしたことなどをまとめると，
どういうことがいえるかな。

大
だいにっぽん（だいにほん）ていこくけんぽう

日本帝国憲法と
日本国憲法を比べると，
どんなちがいがあるかな。

3

H32小社6_002_003_振り返り・見方考え方_180726.indd   3 2019/08/28   18:15

　
歴
　
史

♦︎小学校で活用した見方・考え方を振り返る

　小学校で学習した見方・考え方を再掲し、小学校の学習を振り返ることができるようになっています。

↑『小学社会　６』教科書 p.3

↑『中学社会　歴史』教科書 p.7

小学校の紙面
を使って

作っているペー
ジも！！

♦︎小学校で習得した技能を伸ばす

　小学校の社会では、子どもたちの興味を呼び起こした

り、子どもたちが当時の様子を身近に感じたりすること

ができるように、イラスト（想像図）や絵画史料などを

多く掲載していました。

　中学校では、そういった画像資料に加え、新聞や地図、

系図、文章の資料なども活用して、より多面的・多角的

な考察をします。「歴史」教科書では、いろいろな種類

の資料の読み解きのコツを、教科書冒頭や初出の図版で

解説しています。

↑『中学社会　歴史』教科書 p.22-23

←『中学社会　歴史』教科書 p.8

↓『小学社会　６』教科書 p.69

9



小・中連携と発展的な活動のために

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14

②小学校の学習内容とつながる歴史学習

　小学校で学んだ歴史の内容をもとに、子どもたちが中学校の歴史学習をスムーズに始め、続けられるよ

うに工夫しています。ここでは、その一部をご紹介します。

↑『小学社会　６』教科書 p.75、86

♦イラストを活用した内容学習のスタート

　「歴史」教科書は、「第２章　原始・古代の

日本と世界」で実際の内容の学習が始まりま

す。小学校とのギャップを少なくし、楽しく

歴史学習を始められるように、小学校の教科

書にも掲載されているイラストを使って、章

の導入の活動を設定しています。

資料の読み解きのポイントを、問いの形で示しています。

順番に問いに答えていくと、時代を見通す視点につなげることができるようになっています。

↓『中学社会　歴史』教科書 p.18-19
小学校の学習を振り返りながら、歴史学習

に必要な見方・考え方や「時代の見通し」

を培うことができます。
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歴
　
史

♦︎子どもの思考の流れを意識した「学習のまとめと表現」

　各章末に設けられた「学習のまとめと

表現」では、章の学習を振り返り、時代

の概観を自分なりに表現する活動を設定

しています。

　時代を一望できる年表で基本的な事項

をおさえたうえで、段階を追って自分の

考えを深められる構成になっています。

←『中学社会　歴史』教科書 p.56-57

『中学社会　歴史』教科書 p.58、94、288 ↑→

　時代を概観する活動は、各章でいろいろなテーマ設定や手法を紹介し

ています。第２章では、小学校での学習の基本となっている「人物」に

焦点を当てた「歴史新聞の作成」をテーマにしています。学習が進むに

つれ、発達段階に応じて徐々に難しくなるように設定しています。

2 章

3章

7章

←↑『中学社会　歴史』教科書 p. 94-95

　それぞれの「学習のまとめと表現」の最後には、「時代の変化

に注目しよう！」というコーナーを設けています。これまで学習

した時代と次に学習する時代の史料を比較することで、これから

の学習への動機づけをし、見通しをもたせる構成になっています。

4 章

3章
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小・中連携と発展的な活動のために

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14

①�メディアの活用とメディアリテラシー

　中学校の教科書の巻頭には、小学校からの円滑な接続を意識して、小学校の社会の学習を振り返る部分

を設けています。「公民」の学習全般にわたって必要となる「情報収集と活用」についても、本時の学習

だけではなく、巻頭の特集ページで丁寧に扱っています。

♦メディアの活用

　中学校の「公民」では、インターネットだけではなく、新聞や

テレビ、ソーシャルメディアなどの各メディアの特色や違いを改

めて紹介し、詳しく学ぶことができます。状況に応じて、どのメ

ディアを利用したらよいのかをわかりやすく解説しています。

↑『小学社会　５』教科書 p.28-29

　小学校５年生の情報単元の学習では、インターネットを活用し

た検索の方法や、情報を伝えるさまざまなメディアの特徴につい

て掲載しています。生徒たちの多くは、小学校の時点で、イン

ターネットを利用した基礎的な調べ学習の手法を学んでいます。

同じ単元を
中学校で学ぶと…

←  『中学社会　公民』

　　教科書 p.6-7 

各メディアの長所・短所を

掲載しています。

学習活動に応じて、利用す

るメディアの取捨選択がし

やすくなります。

メディアの特性の違いを

確認できます。
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公
　
民

♦︎メディアの役割について学ぶ

　メディアの役割については、小・中ともに重要な視点

として取り扱っています。

　小学校の社会では、テレビ局や新聞社を例に、情報を

扱ううえでの留意点や責任について紹介しています。

　中学校の「公民」では、小学校での学びをさらに広げ、

世論とメディアが民主政治に果たす役割について考える

単元を掲載しています。情報に左右されるのではなく、

その情報を正しく使いこなせるように、日ごろから自分

で考える大切さについて、事例を紹介しながら解説して

います。

↑『小学社会　５』教科書 p.178-179

↑『中学社会　公民』教科書 p.93

♦︎小学校で習得した技能を伸ばす

　簡単で便利に情報を得られる時代になった一方で、誤った情報や偏りのある情報だけを入手してしまう

危険性も高まっています。「公民」では、メディアがもつ危険な一面を紹介するだけではなく、収集した

情報を批判的に読み取り、検証していく「クリティカル・シンキング」の実践例も掲載しています。

①�キャラクターのセリフを参考にしながら、新聞の記事内で

気になる点がないかを各自で考える。

②気になった点をグループやクラスで共有する。

③�有権者数と投票率を仮定して、投票数と得票数を計算して

みる。（例：有権者数 1000 人・投票率 19％と仮定した

場合⇒投票数 190票、得票数 152票）

④�票数と、記事の書き方から受ける印象を話し合う。

　（例：�1000 人のうち、152 人しか支持していないのに

「大半の市民の支持を得た」と言えるのかな。）

授業でのワンポイント活用実際にあったできごとを紹介し、

メディアの問題点について、考

えることができます。

↑『中学社会　公民』教科書 p.94
（『中学社会　公民』教科書 p.95）
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小・中連携と発展的な活動のために

中学校社会科資料

授業にピタッ！とデジタル教科書

地理 ①世界の諸地域…p.02

②日本の諸地域…p.04

歴史 ①近世の学習　…p.06

②現代の学習　…p.08

公民 ①国際社会　　…p.10

②国際社会　　…p.12

こんな
実践

あんな
実践

Vol.2

中学社会サイト掲載資料のご紹介…p.14

② SDGs の視点で社会の課題を考え、アクションを起こす

　社会科の教科書では、教科書の中で扱うさまざまな教材と SDGs との関連が有機的

に図られ、より深く「持続可能な未来」を意識した学習を進めることが可能です。

　現代や過去の社会的事象について、生徒が資料を活用しながら、多面的・多角的に考

察することができ、情報を批判的に読み解いて公正に判断する力を養うことができます。

♦「持続可能な社会」を学ぶ

↑『小学社会　６』教科書 p.264-265

　小学校６年生では、地球環境に

ついて学ぶ単元があります。

　教育出版の教科書では、地球温

暖化の問題を取り上げ、温暖化の

要因や、その影響などについてわ

かりやすい言葉で解説しています。

また「持続可能な開発目標」につ

いても、併せて紹介しています。

　中学校の「公民」では、その知

識を使って、課題解決に向けたよ

り深い学びを目ざすことができま

す。

同じ単元を
中学校で学ぶと…

資料の読み取りから、

課題を捉えられます。

SDGs との関連を知る

ことができます。

小学校の単元や、他分野

とのつながりを知ること

ができます。

　『中学社会 公民』の教科書で

は、SDGs のマークがさまざま

なページに登場します。

　教科書中のどの部分とどの

ゴールが結びついているのか、

授業の中での問いかけとしても

お使いください。

授業での
ワンポイント活用

↓『中学社会　公民』教科書 p.220-221
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123

自治体の方から，自分たちの提言に対する意見や感想を聞こ
う。内容について不十分だった点や改善案がわかったら，提案シ
ートを修正し，さらにアイデアを改善していこう。

さらにステップアップ

　広
ひろ

島
しま

県廿
は つ か

日市
いち

市吉
よし

和
わ

地域の住民は，将来の人口減少と高齢
化に不安を抱きながらも，具体的に対策を考える機会はあま
りありませんでした。そこで，今後さらに人口減少と高齢化
か進むなかで，高齢になっても住み続けられる地域にしよう
と，医

い

療
りょう

や福
ふく

祉
し

の関係者と住民が集まり，どのような施
し

設
せつ

や
しくみがあるとよいか，具体的に話し合う場を設けました。
協議を重ね，地域の将来像のイメージ図をつくり，住民自身
が運営を行う高齢者向けの施設の建設を，行政に要望しまし
た。その結果，福祉センターを増設して，夜間の見守りがで
きる施設が整備され， 2017年から運用が始まりました。
　行政主体で進めて市民が参加する，というまちづくりから，
行政と市民が協働して進めるまちづくりに変えようと取り組
む地域が，日本各地にあります。

�地域の将来に
ついて話し合
う吉和地域の
住民（2013年　
広島県廿日市市）

�提案シートの例

　近年，多くの地方自治体で，中学生と首長や議員が，地域
の政治について意見を交

こう

換
かん

する「中学生議会」が開かれてい
ます。静

しず

岡
おか

県浜
はま

松
まつ

市でも，市内の中学校の代表がテーマごと
にグループに分かれ，市政への意見や要望を直接提言する「夏
休み夢会議」が，毎年開かれています。「浜松の未来をつくる
チャレンジ」がテーマだった2018年は，「地元の特産物の魅

み

力
りょく

を，生産者と消費者が相互に発信し合うウェブサイトをつ
くる」，「市内の要所にバスターミナルを整備する」など，地
域の活性化につながる取り組みを考え，提案しました。

◎地域の課題（調査テーマ）

◎課題の解決策
・誰が
・いつまでに
・どうやって

◎実施できた場合に想定される，
　変化や効果

�市議会本会議場
で開かれた「夏休
み夢会議」（2018
年 静岡県浜松市）

グループ名
メンバー

解決策を具体的に検討しよう
◦これまでに得たデータや取材情報などを根

こん

拠
きょ

にして，
地域の課題をまとめ，具体的な解決策を考えましょう。

自治体に提言しよう　～プレゼンテーションする
◦パソコンなどの情報機器を活用して動画やスライドショーを交えた資料を作成
する，模

も

造
ぞう

紙
し

を使ってグラフなどの図表を交えたポスターにまとめるなど，効果
的な表現方法でアイデアを提言しましょう。
◦「地域の現状」→「現状から見える課題」→「課題を解決するための提案」とい
うように順序立てて整理すると，考えがよく伝わります。

「夏休み夢会議」の市政への提言

住民からの提言で高
こう

齢
れい

者
しゃ

サービスが充実した地域へ

より多くの市民の要望に合うものとなるよう，
さまざまな視点から変化や効果を考える。

実際の施
し

策
さく

では，限られた人数や予算，期間の中で取
り組むケースが多いことも考

こう

慮
りょ

し，アイデアを考える。

優先して取り組むべき課題であ
ることを，根拠をもって示す。

ステップ3

ステップ4

　
公
　
民

♦︎考えたことを形にする活動 　小学校では、調べたことをまとめ、グループで整理

し、考えを深めていく活動が行われています。また、

深まった考えをグループやクラス内に再び共有するこ

とで、伝える力も養っています。

↓『中学社会　公民』教科書 p.234

♦︎主権者としての意識を高める ～ ～小➡➡中そして「公共」へ

　「終章」の最後では、卒業後も他者との対話を続けていく必要性を記しています。

実際に他者と協働する中で、主権者として社会に関わっていくための意識を高めるこ

とは、さらに公民的資質を培っていく高校の「公共」の学習にもつながっていきます。

授業でのワンポイント活用

『中学社会　公民』教科書 p.228-233

（『中学社会　公民』教科書 p.122-123）

①�教科書 p.122-123 を参考にステップ 4までを、グループ

で取り組む。

②�プレゼンテーションは、「地域の現状」→「現状から見え

る課題」→「課題を解決するための提案」の最後に「解決

後の状況」を加えると、より効果的になる。

③�地域のオンブズマンがいる場合は、その方に依頼して、提

案の勧告や自治体の広報誌などへの掲載をお願いする。他

にも「行政相談員」などへの相談や、最近では各市町村の

首長へ直接提案できる場面もあるので、適宜各自治体の状

況について確認する。

　「公民」の「終章　私たちが未来の社会を築く」では、小学校と中学校の 9年間の学習の集大成と

して、持続可能な未来を築いていくための【私の提案】を形にして発表する活動を掲載しています。

← �『小学社会　６』 教科書 p.252-253

発表する作品のまとめ方、

発表の仕方・聞き方、発表

後の検証方法については、

小学校でも学んでいます。
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今後も役立つ情報をお届けしていきます。

ぜひご注目ください！

教育出版
中学校社会の
ウェブサイト！

フォトまっぴんぐサイトへの

投稿をお待ちしています！

　　　　ご応募はこちらから→

まっぴんぐま
からのお知らせ！

BC-11

■「憲法ってなんだろう？ ～『法の下の平等』を中心に考える」

　「憲法ってなんだろう？」という問いかけをもとに学習を進めていく。基本事項として、

憲法の定義や三原則「国民主権、基本的人権の尊重、平和主義」は教科書（本稿では教

育出版 令和２年度版『小学社会　6』）を使っておさえておく。その上で、教科書 p.18

の資料ア「日本国憲法に定められている国民の権利と義務」の挿絵を使って、基本的人

権について具体的に確認していく。そして、挿絵の中から「法の下の平等」に注目させ

る。挿絵には男女の児童が描かれていることをとらえさせ、男女の平等について具体的

に追究していくための意識づけを行う。

　「今の社会は、男女が平等になっているだろうか」という学習課題のもと、地域に出

かけて調査活動をしたり、市役所の担当部署の方から話を聞いたりするなど、具体的な

事例を通して学習を深めていく。

　最後にクラスの友だちと、感じたことや考えたことを話し合い、共有し合う活動を通

して自分の考えをまとめる。学区内の小・中学校の教員どうしが連携し合えるならば、

このまとめを本人、教師の双方が保存して、中学３年の学習時に再度参照するとよい。

単に「よくわかった」だけではなく、自分なりの学びを振り返り、学習が深まったとい

う実感とともに、自発的な問題意識をもって学習を締めくくることができるであろう。

■「ともに生きる社会を考えよう！ ～男女共同参画社会を切り口に」

　中学校では、小学校の時に芽生えた生徒たちの問題意識を、多彩な資料を活用しなが

らさらに発展させていく。「男女共同参画社会」という言葉は、小学校の時に市役所の

担当者などから聞いてはいるが、そうした言葉が生まれる日本の社会的、時代的な背景

について生徒たちは理解していない。これを理解するためには、戦前までの社会観を探

る必要がある。また、戦後も遅々として進まなかった改善が、いくつかの節目で「法整

備」されることで、一気に変化していく様子もとらえさせていきたい（ここに法教育の

重要性がある）。

　最後に、今の社会におけるさまざまな課題を具体的にとらえたところで、これからの

社会のあり方をみんなで話し合う場を設ける。人権については、たゆまざる努力が重要

であることをまとめとして、自分はどうするかという視点で、小・中学校の学習のまと

めとしたい。
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